
■おもな研究内容

シラスは，農業生産のための基盤材、緑化基盤材など土木・地盤材料としての利用はもちろん、工業
製品、医療・化粧品などにも利用され始めています。

ここでは，環境に優しいエコブロックの製造に関する研究内容を紹介します。従来のインターロッキ
ングブロックは、使用材料として、セメント、水、天然砂を利用しています。本ブロックは、海・川砂
の代わりに、南九州一帯に無尽蔵とも言われるシラスを使用して製造されています。 これら軽石を多く
含む多孔質なシラスを使用することで、保水性能、透水性能を付加することが可能となり、ヒートアイ
ランド現象抑制効果も期待できる環境にやさしいブロックです。また比較的軽量であることから屋上で
の利用も可能です。路上利用においても、雨水が浸透し易く一次貯留機能により，河川への流入を遅ら
せることで、洪水緩和にも有効なブロックです。また、固化したシラス被覆改良土の防草効果について
も検証する予定です。

■共同研究・特許などアピールポイント

●建設会社や建設コンサルタントとの共同研究に
よって，建物軽量資材としてのエコブロック化の
開発を進めています。サンプル製造による実証実
験，屋上被覆材としての検証が今後の課題です。

研究分野 環境地盤工学、環境科学、舗装工学、土木材料

キーワード インターロッキング、エコブロック、ヒートアイランド現象緩和、低炭素化社会、省エネ

エコ材料環境

農学部・農林環境科学科・地域環境システム学 助教 平 瑞樹

九州には特殊土といわれる地盤が多く存在しています。特に鹿児島県本土の約50％と宮崎県南部を
含む南九州一帯に広く分布する「シラス」を地域資源として有効に活用する研究です。
「シラス」のもつ吸水性や保水性を利用した軽量基盤材、また、路上や屋上・壁面の温度上昇を防ぐ
ことでヒートアイランド現象を緩和する被覆ブロック材の開発と製造方法の実証研究を目的とします。

研究の背景および目的

無尽蔵にあるシラスを材料に、軽量資材エコ
ブロックを開発する研究。ヒートアイランド
現象の抑制、水害防止などの効果が期待され
ます。今後の共同研究で新たな特長・用途が
検証され、実用化が待たれるところです。

コーディネーターから一言

●ヒートアイランド現象の緩和（集中豪雨・熱帯夜など局所的な異常気象の軽減）
●地域資源としてのシラスの有効利用（地域産業の創出）
●建物の屋上などの長寿命化対策，建物内の省エネ対策（低炭素社会の実現）
●透水・吸収性のブロックによる洪水緩和抑制（水害防止）
●街路樹周辺や未利用地の防草対策・管理の軽減効果（景観形成・環境保全）

期待される効果・応用分野

研究テーマ ●ヒートアイランド現象を緩和するシラス製被覆ブロックの開発
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